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タ
イ
プ
別
に
み
る

木
造
建
築
高
齢
者
施
設
の
特
徴
と
留
意
点

高
齢
者
施
設
・
住
宅
に
お
い
て
木
造
に
よ
る
大
型
耐
火
建
築
が
拡
大
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
分
野
で
実
績
の
豊
富
な

松
本
設
計
の
松
本
照
夫
氏
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
高
住
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
タ
イ
プ
ご
と
の
設
計
上
の
留
意
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

［
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
］

を
、
06
（
平
成
18
）
年
に
在
来
木
造
工
法
の

耐
火
構
造
の
大
臣
認
定
を
取
得
し
た
こ
と
に

よ
り
、
木
造
に
よ
る
大
型
耐
火
建
築
物
が
建

築
可
能
に
な
っ
た
。

そ
し
て
現
在
は
低
炭
素
社
会
へ
の
意
識
の

高
ま
り
や
、
10
（
平
成
22
）
年
10
月
の
公
共

建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
施
行
を
後
押

し
に
、
特
に
福
祉
施
設
の
木
造
建
築
に
よ
る

着
工
数
が
増
加
し
て
い
る
。

木
造
建
築
物
の
優
位
性
に
つ
い
て
は
近
頃

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

①
環
境
や
人
へ
の
優
し
さ

②�

R
C
造
や
S
造
と
比
べ
て
の
コ
ス
ト
メ
リ

ッ
ト

が
２
大
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

あ
ら
た
め
て
「
な
ぜ
い
ま
、
木
造
施
設
な

の
か
」
と
考
え
た
時
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
の

な
ぜ
い
ま
、
木
造
施
設
な
の
か

設
計
実
務
を
手
掛
け
る
な
か
、
こ
こ
最
近

立
て
続
け
に
多
い
の
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設

を
計
画
中
の
事
業
主
か
ら
「
鉄
骨
造
か
ら
木

造
の
建
物
に
変
え
た
い
」
と
い
う
要
望
を
受

け
た
施
工
業
者
が
相
談
に
み
え
る
ケ
ー
ス
で

あ
る
。

福
祉
施
設
の
建
設
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
（
R
C
造
）
や
鉄
骨
造
（
S
造
）
に
並
ん

で
木
造
と
い
う
選
択
肢
が
で
き
た
の
は
、
２

０
０
０
（
平
成
12
）
年
の
建
築
基
準
法
改
正

に
よ
り
、
仕
様
規
定
の
み
だ
っ
た
耐
火
基
準

が
性
能
規
定
化
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。

04
（
平
成
16
）
年
に
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工

法
に
よ
る
耐
火
構
造
の
国
土
交
通
大
臣
認
定

中
で
も
建
物
構
造
体
別
の
減
価
償
却
期
間
の

違
い
が
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
と
考
え

る
。福

祉
施
設
運
営
事
業
を
建
主
（
地
主
）
か

ら
土
地
・
建
物
を
借
り
上
げ
て
運
営
す
る
場

合
、
そ
の
契
約
年
数
は
20
〜
25
年
が
多
い
。

木
造
福
祉
施
設
の
法
定
耐
用
年
数
は
17
年
で

あ
り
、
R
C
造
39
年
、
S
造
29
年
と
比
べ
て

最
も
短
く
な
っ
て
い
る
（
別
表
）。
し
た
が
っ

て
木
造
以
外
の
建
築
物
の
場
合
、
契
約
満
了

後
に
償
却
期
間
が
大
き
く
残
る
こ
と
に
な
る
。

戦
後
の
高
度
成
長
期
以
来
、
社
会
環
境
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
建
物
の

長
い
耐
用
年
数
を
使
い
切
る
こ
と
が
む
ず
か

し
く
な
っ
て
き
た
。
20
〜
30
年
前
に
建
設
さ

れ
た
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
3
点
式
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
が
こ
ん
な
に
敬
遠
さ
れ
る
よ
う

㈱
松
本
設
計

会
長

松
本
照
夫

M
atsum

oto Teruo

別表　構造・用途による減価償却の耐用年数の違い

構造・用途 細　　目 耐用年数

木造

事務所用のもの 24

店舗用・住宅用のもの 22

旅館用・ホテル用・病院用・車庫
用のもの

17

鉄筋コンクリート造

事務所用のもの 50

住宅用のもの 47

店舗・病院用のもの 39

鉄骨造
（重量鉄骨）

事務所用のもの 38

店舗用・住宅用のもの 34

旅館用・ホテル用・病院用のもの 29

に
な
る
と
は
、
当
時
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

超
高
齢
社
会
の
日
本
で
は
、
2
0
2
5
年
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特集 「木」を活かす

建
築
基
準
法
で
は
木
造
2
階
建
て
・
延
床

面
積
３
０
０
０
㎡
以
上
ま
た
は
、
3
階
建
て

の
建
築
物
で
は
耐
火
建
築
物
と
な
り
、
そ
れ

以
下
は
準
耐
火
建
築
物
に
分
類
さ
れ
る
（
防

火
指
定
の
ほ
か
、
首
都
圏
で
は
、
条
例
で
2
階
以

上
の
床
面
積
が
４
０
０
㎡
以
上
も
耐
火
建
築
物
と

な
る
）。

こ
の
分
類
が
、
工
事
費
に
大
き
な
差
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
を
建
物
計
画
時
に
着
目
す
る

必
要
が
あ
る
。
耐
火
建
築
物
と
準
耐
火
建
築

物
の
建
築
工
事
費
を
比
べ
る
と
、
耐
火
建
築

物
の
方
が
坪
単
価
で
10
万
円
前
後
高
く
な
る

か
ら
で
あ
る
。

●
有
料
老
人
ホ
ー
ム

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、
比
較
的
大
規
模
な

建
築
物
が
多
い
。

木
造
建
築
物
で
も
３
０
０
０
〜
５
０
０
０

㎡
程
度
、
１
０
０
室
前
後
の
居
室
を
有
す
る

耐
火
構
造
の
大
型
建
築
物
の
実
績
が
ふ
え
て

い
る
。

近
年
の
こ
の
よ
う
な
老
人
ホ
ー
ム
は
、
以

前
の
R
C
造
や
S
造
の
建
物
と
は
外
観
や
室

内
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
的
な
違
い
が
表
わ
れ
て

い
る
。
外
観
は
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
的
な
も
の
や
、

「
和
」
の
雰
囲
気
の
建
物
、
室
内
に
は
木
質

系
の
仕
上
げ
材
や
木
質
家
具
等
で
木
造
建
築

を
表
現
し
て
い
る
建
物
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
居
住
性
や
空
気
感
、
使
用
感
に
つ

い
て
入
居
者
、
家
族
の
方
か
ら
、
住
み
慣
れ

に
高
齢
人
口
が
３
６
０
０
万
人
超
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
国
の
補
助
事

業
な
ど
の
施
策
に
後
押
し
さ
れ
、
高
齢
者
住

宅
や
施
設
が
供
給
過
剰
に
な
る
こ
と
も
予
想

で
き
る
。

い
ず
れ
そ
れ
ら
の
建
物
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
取
壊
し
が
必
要
に
な
る
時
が
来
る
。

現
在
、
居
室
面
積
は
18
㎡
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
20
年
後
の
入
居
希
望
者
に

と
っ
て
こ
の
広
さ
が
魅
力
的
か
ど
う
か
現
時

点
で
は
想
像
で
き
な
い
。

建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
考
え
た

場
合
も
コ
ス
ト
面
、
環
境
面
で
木
造
は
は
る

か
に
優
位
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
高
齢
者
施
設
事
業
の
一
つ

の
区
切
り
と
し
て
20
〜
25
年
を
目
安
と
す
る

こ
と
で
、
建
物
を
木
造
建
築
と
す
る
こ
と
は

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

タ
イ
プ
別
に
み
る

木
造
建
築
高
齢
者
施
設

高
齢
者
福
祉
施
設
は
そ
の
用
途
に
よ
り
建

物
規
模
を
大
き
く
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
的
に
規
模
が
大
き
く
な
る
施
設
用
途

は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）、
そ
れ
に
対
し
て
比

較
的
小
・
中
規
模
の
施
設
に
な
る
の
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
併
設
型
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で
あ
る
。

た
住
宅
と
同
じ
質
感
が
感
じ
ら
れ
る
と
大
変

評
判
が
よ
い
と
お
聞
き
す
る
。

こ
の
よ
う
な
大
型
の
木
造
建
築
物
は
ま
だ

目
新
し
く
新
鮮
で
あ
り
、
工
事
費
等
の
メ
リ

ッ
ト
を
含
め
、
今
後
の
低
層
建
築
物
の
主
流

に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

●�

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高

住
）

サ
高
住
は
事
業
収
支
上
、
居
室
数
30
〜
50

室
に
介
護
事
業
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
併
設

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
建
築
延
床
面
積
に
し

て
約
２
０
０
０
㎡
前
後
の
規
模
の
建
物
が
多

く
計
画
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
補
助
金
制
度
や
税
制
優
遇
措
置
が

あ
り
戸
数
が
伸
び
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
収
益
確
保

の
事
業
形
態
の
模
索
に
課
題
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

低
層
木
造
で
の
建
築
は
、
コ
ス
ト
の
圧
縮

や
建
物
用
途
の
流
動
化
に
非
常
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
１
ま
た
は
2
ユ
ニ

ッ
ト
に
、
小
規
模
多
機
能
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
の
併
設
型
が
多
く
、
建
築
延
床
面
積
は
３

０
０
〜
１
０
０
０
㎡
程
度
の
比
較
的
小
・
中

規
模
の
建
物
に
な
る
。
こ
の
規
模
で
は
工
務

店
も
木
造
の
施
工
実
績
の
あ
る
施
工
業
者
と

し
て
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
価
格
競
争
が

２×４工法による大型耐火建築の有料老人ホーム。工場加工の屋根トラスで施工効
率が上がった

耐火検査（写真左）とアルミ箔の工事現場内の様子。耐火認定の検査項目は非常に
多く、その認定に基づき何度も検査が行なわれる。下貼り石膏ボード15㎜の上にア
ルミ箔が貼られ、その上に21㎜の強化石膏ボードが貼られる（写真右）
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で
き
て
く
る
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機

能
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
単
体
で

は
さ
ら
に
小
規
模
に
な
る
こ
と
か
ら
、
木
造

建
築
が
一
般
的
に
な
る
。
た
だ
し
施
設
用
途

上
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
う

い
っ
た
設
備
部
分
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
や
む

を
得
な
い
。

そ
れ
で
も
2
、
3
階
建
て
な
ど
低
層
建
築

物
で
あ
れ
ば
R
C
造
や
S
造
の
現
在
の
建
築

費
高
騰
に
比
べ
る
と
、
木
造
建
築
物
の
工
事

費
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら

に
工
事
費
の
差
が
生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
。

木
造
建
築
に
お
け
る

建
築
コ
ス
ト
の
優
位
性

木
造
建
築
物
の
建
築
コ
ス
ト
の
優
位
性
は
、

前
述
の
減
価
償
却
期
間
の
短
さ
の
他
に
、
他

の
建
築
構
造
物
（
R
C
造
、
S
造
）
と
の
躯
体

建
築
コ
ス
ト
差
、
工
期
の
差
が
影
響
す
る
。

ち
な
み
に
福
祉
施
設
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

建
物
構
造
体
別
建
築
コ
ス
ト
は
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
坪
単
価
を
指
標
と
し
て
い
る
。

●
木
造
準
耐
火
構
造
60
万
円
／
坪
以
下

●
木
造
耐
火
構
造
70
万
円
／
坪
以
下

●
S
造
工
事
費
70
〜
75
万
円
／
坪

●
R
C
造
工
事
費
80
万
円
／
坪

こ
れ
は
、
通
常
建
物
設
備
と
し
て
本
体
工

事
費
に
含
む
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
居
室
内
の
設
備
機
器
な
ど
を
想
定
し

た
坪
単
価
で
あ
る
。
建
主
（
地
主
）
と
運
営

会
社
が
別
々
の
場
合
、
そ
の
費
用
負
担
に
よ

っ
て
工
事
費
が
大
幅
に
違
っ
て
く
る
（
厨
房

や
特
浴
は
運
営
会
社
支
給
が
多
い
）。

構
造
体
別
の
コ
ス
ト
比
較
に
絞
る
と
、
木

造
建
築
物
は
他
の
構
造
体
に
比
べ
建
物
総
重

量
が
最
も
小
さ
い
。
基
礎
・
地
盤
工
事
費
が

全
体
の
1
割
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

圧
縮
は
有
効
で
あ
る
。
ま
た
建
築
工
期
も
建

築
構
造
体
の
差
が
工
期
の
差
と
な
り
コ
ス
ト

に
影
響
し
て
く
る
。
R
C
造
が
最
も
工
期
が

長
く
、
次
に
S
造
と
木
造
が
ほ
ぼ
同
等
に
な

る
。仕

上
げ
、
機
械
設
備
工
事
費
お
よ
び
電
気

工
事
費
、
E
V
工
事
費
等
に
関
し
て
は
建
物

面
積
か
ら
決
定
す
る
た
め
、
構
造
体
が
変
わ

っ
て
も
大
き
な
差
は
出
て
こ
な
い
。

し
か
し
木
造
建
築
物
で
建
築
す
れ
ば
、
何

で
も
安
く
建
て
ら
れ
る
と
安
直
に
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
木
造
建
築
で
あ
っ
て
も
特

殊
な
工
法
や
、
必
要
以
上
の
大
空
間
を
計
画

し
て
し
ま
う
と
、
む
し
ろ
S
造
で
建
て
た
方

が
安
く
な
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
木
造

で
建
築
す
る
場
合
、
建
築
資
材
は
市
場
流
通

材
を
使
用
す
る
設
計
が
要
諦
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
現
在
、
福
祉
施
設
の
大

型
木
造
化
は
確
実
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、

今
後
も
低
層
（
2
、
3
階
建
て
）
の
施
設
で
は

主
流
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
建
主
や
施
設
運
営
事
業
者
に
木
造
建
築
に

対
す
る
認
識
が
広
が
り
、
さ
ら
に
意
義
を
理

解
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
市
場
の
需
要
に
対
し
、
建
築

業
界
全
体
で
は
中
・
大
規
模
木
造
設
計
経
験

の
あ
る
設
計
事
務
所
お
よ
び
施
工
業
者
の
数

は
ま
だ
少
な
く
、
建
築
費
圧
縮
等
の
競
争
原

理
が
は
た
ら
き
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
中
・
大
型
木
造
建
築
用
資
材
は
、

各
メ
ー
カ
ー
が
研
究
、
開
発
を
続
け
て
お
り
、

そ
れ
に
適
し
た
資
材
が
流
通
し
は
じ
め
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
木
造
工
事
費
の
圧
縮
が

図
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特
殊
な
部
材

を
特
別
注
文
で
つ
く
る
必
要
が
な
く
な
る
こ

と
は
、
木
造
建
築
の
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
に
さ

ら
に
有
利
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
程
の
木
造
建
築
物
の
坪
単
価
は
今
後
、

耐
火
構
造
65
万
円
／
坪
以
下
、
準
耐
火
構
造

55
万
円
／
坪
以
下
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。

木
造
建
築
が
抱
え
る
課
題

耐
火
性
と
耐
震
性

施
設
運
営
上
必
要
不
可
欠
な
大
型
機
械
浴

の
設
置
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車
い
す
に
対

木造準耐火構造の設計図面木造準耐火構造によるグループホーム外観
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特集 「木」を活かす

応
し
た
大
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
も
、

木
造
建
築
物
で
は
他
の
重
量
建
築
物
と
同
じ

よ
う
に
取
り
付
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

違
い
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
一
般
的
に
、
木
造
最
大
の
弱
点
と

い
わ
れ
る
の
が
、
耐
火
性
・
防
火
性
だ
。

冒
頭
の
記
述
の
よ
う
に
、
２
×
４
工
法
と

在
来
工
法
と
も
に
大
臣
認
定
を
取
得
し
、
大

規
模
耐
火
木
造
建
築
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
ま
た
実
大
実
験
に
よ
り
そ
の
安
全

性
の
検
証
や
研
究
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

木
造
耐
火
建
築
と
は
い
え
、
高
齢
者
施
設

と
い
う
施
設
の
性
格
上
、
消
火
設
備
（
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
）
の
設
置
お
よ
び
避
難
用
バ
ル

コ
ニ
ー
や
非
常
階
段
、
非
常
用
滑
り
台
等
の

設
置
は
当
然
だ
が
、
建
築
設
計
に
あ
た
り
、

非
常
時
（
火
災
時
や
大
地
震
時
等
）
に
対
す
る

避
難
経
路
の
導
線
計
画
は
大
変
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

木
造
に
限
ら
ず
ど
ん
な
耐
火
性
、
防
火
性

に
優
れ
た
建
材
を
使
っ
た
と
し
て
も
運
用
上

の
配
慮
が
十
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提

だ
と
考
え
る
。

な
お
、
火
災
保
険
の
保
険
料
は
木
造
で
あ

っ
て
も
省
令
準
耐
火
構
造
以
上
で
あ
れ
ば
、

通
常
の
木
造
建
築
物
の
約
半
額
に
な
り
、
鉄

骨
造
の
保
険
料
と
は
大
差
が
な
い
（
建
物
構

造
証
明
書
が
必
要
）。

木
造
の
も
う
１
つ
の
弱
点
と
さ
れ
て
い
る

の
は
耐
震
性
の
問
題
で
あ
る
。

近
年
、
木
造
住
宅
等
で
も
高
い
耐
震
性
能

を
持
つ
設
計
・
施
工
（
耐
震
等
級
２
及
び
３
）

が
実
績
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
技
術

の
延
長
線
上
で
大
型
木
造
建
築
が
可
能
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
免
震
工
法
お
よ
び
制
震
工
法
等
に
よ
る

耐
震
工
法
で
の
大
規
模
木
造
建
築
が
ふ
え
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

建
築
工
事
の
コ
ス
ト
面
か
ら
考
え
る
と
、

制
震
性
の
高
い
金
物
等
で
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
免
す
る
こ
と
で
、
地
震
に
強
い
建
物
を

つ
く
る
こ
と
が
現
実
的
だ
と
思
っ
て
い
る
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
耐
震

壁
の
大
臣
認
定
を
取
得
し
た
制
震
金
物
が
廉

価
で
供
給
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

金
物
の
技
術
的
研
究
、
開
発
と
と
も
に
、
使

う
側
（
設
計
者
）
の
木
造
建
築
物
に
対
す
る

耐
震
性
の
知
識
向
上
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。�株

式
会
社
松
本
設
計

東
京
都
国
立
市
に
て
1
9
9
3
年
に
創
業
。
構
造
設

計
事
務
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
木
造
か
ら
S
造
、

R
C
造
ま
で
幅
広
く
総
合
設
計
を
行
な
う
。
現
在
は

大
型
木
造
建
築
物
の
構
造
計
画
か
ら
意
匠
設
計
ま

で
、
多
く
の
物
件
に
携
わ
っ
て
い
る
。
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